
飛騨地域夏秋トマト栽培における
施肥設計支援システムを開発しました

（岐阜県農業技術センター 土壌化学部）

夏秋トマトは地力窒素の寄与が大きい品目・作型であり、これに応じた施肥が
重要です。
飛騨地域の夏秋トマト栽培において、地力窒素を加味して、適正な窒素施肥量
を提示する、トマト施肥設計支援システムを開発しました。

ほ場の緯度・経度を入力！

目標粗単収を入力！

マルチの種類を選択！

基肥の種類・量を入力！

☞ CODは、可給態窒素

の簡易・迅速評価法

により評価した値を

用います。

CODを入力！

追肥による

窒素供給量

基肥による

窒素供給量

作土からの

窒素供給量

☞ ほ場の地力窒素に応じた

適正な窒素施肥量が

把握できる ❕

土壌の仮比重・作土深を入力！

☞ 目標粗単収を入力する

ことで、栽培期間中に

必要な窒素供給量を

求めます。

☞ ほ場の緯度・経度、マルチの種類は、栽培期間中の作土の地温推定

に用います（農研機構メッシュ農業気象データを利用しました）。


